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 要  旨 
近年 LED の普及により，様々な LED 光源が実用化されている．それらは，生活空間の照明や，空間の雰囲気を
変化させるための演出，またアート作品として，様々に活用されている．しかし，これらの LED 光源には， 
  ・電源ソケットなどによる，設置場所の限定 
  ・発光色と発光パターンの限定 
  ・電源の個別化による明るさのばらつきの発生 




  ①平面・曲面・立体など，設置面の形状を選ばない自由な光源の配置． 
  ②複雑な動作・操作を必要としない，単純なインターフェース 
  ③単純な仕組みによる，発光色・パターンの自由な変更 




 以上のことを実現するための LED デバイスの開発を行った．このデバイスは主に 
  ・刺し込み式 LED 
  ・多層構造導電布デバイス 
の二つから構成されており，使用者・体験者が多層構造導電布デバイスに刺し込み式 LED を刺し込むだけで，容
易に点灯制御することができる LED デバイスである．これらのデバイスの特徴は 
  ・平面・曲面・立体といった，自由曲面に対して，光源を自由に設置することが可能． 
  ・刺し込み深度・範囲によって，発光色・発光パターンを変更可能． 
  ・二層の面電極構造により電源を一括化し，配線の減少・光源の明るさのばらつきを抑える． 
  ・光源側を非常にシンプルな構造にし、多層構造導電布デバイスの命令層を分割・多層化することで複雑な
情報処理を行う． 
といった特徴を持つ．そのため，既存の LED 光源に比べ，直感的に光源配置・空間設計が可能になる． 
 本研究ではこれらのデバイスを実際に制作し，それらを様々なマテリアル・形状のものに組み込んだ．それは
以下に示すものである． 
  ・二層電極構造を組み込んだメッセージボード型平面デバイス 
  ・分割命令層構造を組み込んだ針山型平面デバイス 
  ・多層命令層構造を組み込んだぬいぐるみ型立体造形デバイス 
立体造形デバイスでは LED の発光制御だけでなく，音声発信との連動を実現した．今後はこの音声発信部を音
声の録音・再生機能に置き換えることで，さらに複雑な音声処理を実現する．また，多層構造に加え，分割構造
を組み込むことで，造形物に組み込んだ際に複雑な情報処理を実現する． 
以上の制作で得られた知見を元に，本研究で開発した LED デバイスの実用性とアート性を兼ね備えた活用方法
を考察した． 
 
